
  ２０１３年１２月３日 

報道資料 

       地デジ放送全チャンネル（８チャンネル）レコーダの新モデル、 

  ４ＴＢハードディスクを標準搭載・全てのチャンネルを２週間以上エンドレス録画可能           

タイムシフト再生中に放送中の８チャンネルも同時表示できるマルチビュー機能を実現           

インターネット経由で動画収集や画質変換ができるソーシャルネットサービスも利用可能 

ハイビジョン全チャンネル地デジレコーダ「ロクラクⅢスーパー」発売について 

 
T株式会社日本デジタル家電は、ハイビジョン・地デジ全チャンネルレコーダの新機種として「ロ

クラクⅢスーパー」を１２月３日に発売します。地デジチューナーを８個搭載し新たに４ＴＢ

の大容量ハードディスクを内蔵、ＡＶＣ(H.264)による圧縮で地デジ放送全チャンネルの８チ

ャンネル分を同時に２週間以上エンドレス録画P

注１
Pすることができるようになりました。 

 
ハイビジョン・ロクラクⅢスーパー 

 

また、新たな画面モードとして放送中の８つのチャンネルを同時に見ることができるマルチ

ビュー表示を選択できるようになり、タイムシフト再生画面と合わせて最大９画面の同時表示

P

注２
Pが可能になります。 

 

マルチビューモードによる９分割同時表示画面 

さらにロクラクⅢスーパーでは、ネットワークの機能が強化され、インターネットを使った

ＶＳＮＳ（ビデオソーシャルネットワークサービス）に接続することができ、日本デジタル家

電の運営するサイトに繫ぐことで、上位機種のロクラクⅢＡＬＰＨＡⅡサーバでしか出来なか

った録画のデジアナ変換や映像フォーマット変換（ＡＶＣ－＞ＭＰＥＧ２）やビットレート変

換をクラウドで処理できるようになりますP

注３
P。さらにインターネット上で無料公開されている

映画や番組などの人気動画をソーシャルネットに接続した機器の情報を元にランキングした

り、ストリーミング視聴することもできます。 

「ハイビジョン・ロクラクⅢスーパー」の価格は、￥１１０，０００（税別）、まずは、ネ

ット直販（http://www.rokuraku.com）で販売を開始します。また同時にＶＳＮＳネットワー

クサービスを利用できるファームウエアを無償でネット上に公開、さらに内蔵ディスクの４Ｔ

Ｂ対応やマルチビュー機能を利用できる最新ファームを￥２０，０００で（税別）販売します。



これらのファームはロクラクシリーズだけでなくＤＶＨＤロゴ P

注４
Pが掲載されているレコーダ

（例：バッファロー・ゼン録）で共通で利用可能なファームウエアです。既存のゼン録等のＤ

ＶＨＤ機器を利用しているユーザーはインターネットによるファーム更新で無償でインター

ネットサービス機能が利用できるようになり、さらに有償バージョンアップでマルチビュー機

能や４ＴＢハードディスクの利用が可能になります。 

 

注１ 長時間モードで１５日間以上、標準画質モードで８日間以上の８チャンネル同時のエンドレス録画が可能です。

地デジ全チャンネルレコード機能は、実績のあるロクラクシリーズのリングバッファ録画方式を多チャンネル化し

さらにチャンネル間の時刻同期を可能にしたものです。ハードディスクの空き領域が少なくなると古いデータから

自動的に削除され上書しエンドレスに連続録画が可能です。自動追記機能により停電やファーム更新などの電

源ＯＦＦ後も自動的にエンドレス録画を再開して今までの録画に追記可能です。 

注２ 中央メイン表示画面（タイムシフト再生）は３０フレーム／秒、周辺の８分割サブ画面は最大２フレーム／秒。 

注３ ＶＳＮＳ（ビデオソーシャルネットワークサービス）接続機能は、異なるメーカーのレコーダやプレーヤーでもＤＶＨ

ＤライセンスP

注４
Pを搭載していれば共通で利用できるビデオ機器用のソーシャルネットワークサービスです。日本デ

ジタル家電が試験的に運営するロクラクＶＳＮＳでは、ユーザー機器の視聴履歴情報や余剰機器リソースの提供

がある場合は無償で様々なクラウド機能を利用できます。 

注４ ＤＶＨＤロゴは、ＤＶＨＤライセンス技術のトレードマークです。ＤＶＨＤライセンス技術は、株式会社日本コンピュ

ータが家電メーカーに提供するハードディスクレコーダやネットワークプレーヤーのためのＩＰライセンスです。詳

しくは、ホームページ HTUhttp://www.nihoncomputer.co.jp UTHをご覧下さい。 

添付資料 

 

詳しい情報は、 HTUhttp://www.rokuraku.com UTH をご覧下さい。 

 

 

 

 

 

 

モデル（タイプ）名称 価格 機能 

ハイビジョン・ロクラクⅢ・スーパー 

 
\110,000 （税別） 

・４ＴＢハードディスク／地デジチューナー８個・搭載 

・HDMI（1080i）デジタル AV出力/光デジタル音声出力・対応 

・コンポジット映像出力（RCA ピンジャック）対応 

・USB2.0 ホスト（A レセプタ）対応（外付けＵＳＢディスク・１台接続可能） 

・外付けＵＳＢディスク最大４台まで拡張可能（オプション） 

・イーサネット(100Base-T)機能対応 

・マルチビュー表示（９映像分割同時表示） 

・ＶＳＮＳ（ビデオソーシャルネットワークサービス）接続機能 

・ダビング１０対応 



◇ 新商品の主な特長 

１． 地デジ全８チャンネルを過去２週間以上エンドレスに録画する全チャンネルレコーダ 

２． マルチビュー機能で放送中の８つの番組とタイムシフト再生の計９画面を分割表示 

３． 汎用の外付け USB ハードディスクを１台接続可能・オプションで最大４台接続可能 

４． ＶＳＮＳ（ビデオソーシャルネットワークサービス）接続で様々なサービスを利用可能 

５． ロクラク・ゼン録などのＤＶＨＤロゴを搭載した機器へファームのみでも提供 

 

 

ハイビジョン・ロクラクⅢ・スーパー 

高さ 50mm×幅 430mm×奥行き 217mm 
 
 
 
 
 

 

正面・機能 

 

背面・機能／コネクタ 

 

 

 

 



◇ 新商品の主な特長 

１．地デジ全８チャンネルを過去２週間分以上録画し続ける全チャンネルレコーダ 

新製品ハイビジョン・ロクラク(録楽)Ⅲスーパーは、地デジチューナーを８個搭載し、地デ
ジ放送の全チャンネルP

注１
P（８チャンネル）を時間同期しながらにハードディスクに録画し続け

ることができる地デジ全チャンネルレコーダの最新モデルです。 ハイビジョンロクラクⅢα

（２０１１年１１月発表）の後継機種で、全ての機能を継承しつつ、内蔵ディスクに４ＴＢの

大容量を標準搭載することで、長時間画質（ＡＶＣ・２～４Ｍｂｐｓ）ならば１５日間以上、

標準画質（ＡＶＣ・４～６Ｍｂｐｓ）でも８日間以上の全チャンネルエンドレス録画（タイム

シフト録画）を可能にしました。まるまる２週間分以上の全てのチャンネルの番組から見たい

時に見たい番組を「探し出して楽しむ」という全チャンネルレコーダならではのビデオライフ

スタイルが実現します。また、全チャンネル（８ｃｈ）をトランスコードして同時録画しなが

ら、その中の１つのチャンネルをＤＲモード（綺麗なままのハイビジョン放送ストリーム

（MPEG2））で保存でき全チャンネルタイムシフト録画（８チャンネル）と通常録画（１チ
ャンネル）の合計９つの録画が同時に可能です。 
リモコンの「タイムシフト」ボタンを押すことで瞬時にタイムシフトモードとなり全チャン

ネル録画の追かけ再生が始まります。そして「早戻し」ボタンを押すことで早戻しのトリック

再生が始まり、複数回ボタンを押すことで次第に高速な早戻し再生ができ、映像を見ながら直

感的に過去の時刻に遡ることができます。しかもこの状態で「チャンネル」ボタンを押せば、

同時刻の過去の別のチャンネルを見ることができる時刻同期型の全チャンネル録画再生方式

なので、どなたでも直感的に全チャンネルのタイムシフトを「早戻し／早送り／チャンネル」

ボタンだけで簡単に楽しむことができます。（ｘ２、ｘ４、ｘ１６～１分／秒～１時間／秒～

１日／秒等の幅広い早送り・早戻し・トリック再生が選択可能で、早送りの場合には音声付１．

５倍も選択できます）また、番組表を使って見たい過去の番組に直接タイムシフトすることも

できます。 
番組表は８つの放送局を同時に１画面で表示する新聞欄方式と１つの放送局の番組表を１

つの画面にリスト表示するリストモードの２種類が選択可能です。また番組表には単に番組名

が表示されるだけではなく、番組タイトルの先頭に■タイムシフト済み■バックアップ保存中

■バックアップ保存済み■ＤＲモード予約■放送予定など、それぞれの番組の録画状態や予約

が色によって分けられ直感的に区別しやすく表示されます 
また、タイムシフト録画には、自動追記機能が搭載されているため、電源ＯＦＦによって、

一時的にタイムシフトの録画が停止しても、電源が入り次第続きから自動的に追記されるため、

停電などのトラブルでタイムシフト録画が止まってしまうことはありません。P

注２ 

さらに、新製品ロクラクⅢスーパーでは、タイムシフトの録画画質として、長時間画質／標

準画質／高画質の３つの画質に加えて、１Mbpsから６Mbpsまでの画質をユーザーが自由に選
択することもできます。P

注３
P
 

注１：ここで全チャンネルとは、関東エリア基準とした、①NHK 総合②NHK 教育③TBS④日テレ⑤フジ⑥あさひ    

⑦テレ東に⑧MXを加えた８チャンネルです 

注２：最大２５６回の追記が可能です。電源ＯＦＦ等によってタイムシフト録画が入っていない期間については、番組表が

赤い領域で塗りつぶされます。 

注３：１Ｍｂｐｓ指定では１ヶ月間の全録タイムシフトが可能です。トランスコードとしては、ＡＶＣ、サイズはＳＩＦ、

ＳＤ、ＨＤの選択が可能です。６Ｍｂｐｓ指定は最大１２ＭｂｐｓのＶＢＲとなります。 



２．マルチビュー機能で放送中の８番組とタイムシフト再生の計９画面を分割同時表示 

新製品ハイビジョン・ロクラク(録楽)Ⅲスーパーは、地デジチューナーを８個搭載し各チュ
ーナーごとにＢＣＡＳミニカードを搭載 P

注４
Pすることで８チャンネルのすべての放送を同時に

１つの画面に映す全チャンネルマルチビュー表示が可能ですP

注５
P。ＰＩＰ（ピクチャーインピク

チャー）によってサブ画面に現在放送中の番組をライブで表示しながら、中央のメイン画面で

１つのチャンネルを拡大して音声付で観たり、タイムシフト録画済みの番組を再生して観たり、

録画保存してある番組を再生して観たりすることができ、合計９つの番組を１つの画面に同時

表示して楽しむことができます。マルチビューの表示パタンも①ＰＩＰ表示モード②タイル表

示モード③ガイド付両側タイル表示モードの３つのモードが選択できます。 

   

   マルチビュー・ＰＩＰモード        マルチビュー・タイルモード 
 

 
マルチビュー・ガイド付両側タイルモード 

録画保存しておいた映画やドラマを観ながらも現在放送中の番組が気になることが良くあり

ます。例えばサッカーの試合などのスポーツライブ放送でシュートの決定的な場面をリアルタ

イムで見逃したくないと言ったご要望に、この全チャンネルマルチビュー表示が威力を発揮し

ます。決定的なシーンになった時に、そのチャンネルの分割サブ画面を選べば、メイン画面が

瞬時にそのチャンネルに切り替わります。しかも全チャンネルレコーダの機能を生かして選ん

だ瞬間の時刻の数秒前に遡って追いかけ再生がメイン画面に映し出される「自動スキップバッ

ク機能」で決定的なスポーツシーンを確実に楽しむことができます。さらに、もう１度始めの

録画番組に戻る場合も再生中だった録画の中断時刻に戻って続きから再生を続ける「バックト

ラック機能」も利用できます。 
 
注４：合計９番組の同時表示ができ、本体には合計９枚のＢＣＡＳミニカードが搭載されています 

注５：中央表示のメイン画面は３０フレーム／秒、サブ画面（８分割画面）は最大２フレーム／秒です。 

 



３．汎用の外付け USB ハードディスクを１台接続可能・オプションで最大４台接続可能 

新製品ハイビジョン・ロクラクⅢスーパーは、USB2.0ホストインターフェイスを搭載して
います。このポートを使って外付けUSBハードディスクの接続P

注６
Pが可能になります。この外付

けUSBディスクには、通常録画（ＤＲモード録画）を直接書き込むことができます。また、
通常録画用としてだけでなく、全チャンネル録画のバックアップ保存用としても利用できます。 
全チャンネル録画で使うタイムシフト領域は一時的な録画のため数週間程度で古い番組か

ら自動的に消えてしまいます。そこで欲しい番組をずっと保存するには、ハードディスクのタ

イムシフト領域以外の通常領域に番組を残す必要があります。しかしタイムシフトできる時間

を長く設定すると内蔵ディスクのタイムシフト領域が大きくなり保存のための通常領域が小

さくなってしまいます。（タイムシフト領域と通常領域は、ディスクのフォーマット時に自由

に設定することができます：ただし通常領域の最大容量は２Ｔバイトです）そこで、外付け

USB ディスクを使って保存のための通常領域を増やすことができます。また、ロクラクⅢス
ーパーでは、さまざまなバックアップ保存方法が利用できます。番組表から直接バックアップ

したい番組を選んでダビング保存したり、全８チャンネルの全番組を自動的にダビング保存し

たり、ジャンル・カテゴリ（アニメ・ドラマ・・等）を指定してバックアップ保存したり、キ

ーワードを登録して番組名の一部が登録したキーワードに一致した場合にバックアップ保存

することもできます。 
もちろん、外付け USB ディスクに保存された番組は、通常録画(MPEG2)されたものでも、
ダビング(ＡＶＣ)されたものでも直接再生して楽しむことができます。 
またロクラクⅢシリーズでは、全チャンネル録画をしながら同時に保存したい番組を自動的

にダビングして保存する自動バックアップが利用できます。これはタイムシフト開始前に予め

バックアップ保存したい番組を設定しておくことで、バックアップが自動的に行われるのでバ

ックアップのコピー時間を待つ必要がありません。 
 外付けＵＳＢハードディスクはオプションで最大４台P

注６
Pまで拡張できます。外付けＵＳＢデ

ィスクを複数台使って①エンドレス自動バックアップP

注７
P②チェーン自動バックアップ P

注８
Pの２種

類の自動バックアップ設定が利用可能になります。（本機能はロクラクⅢＺ（ゼータ）の増設

専用ディスクでの機能を複数の汎用ＵＳＢディスクで利用できるようにしたものです） 
注６：利用できる市販のＵＳＢディスクは最大で２ＴＢ／台までです。出荷時のファームでは本ＵＳＢポートに接続できる

ディスクは同時に１台のみです。オプションの有料ファームを追加することで本ＵＳＢポートにＵＳＢハブを通して

最大で４台まで同時接続できます。尚、速度の遅い旧ＵＳＢディスクなど実際には利用できない場合があります 

注７：エンドレス自動バックアップ 

タイムシフト録画された全ての番組を時刻順に番組単位で最大４台のＵＳＢディスクに自動的にコピーしてゆき

ます。ＵＳＢディスクの空き領域がなくなったら最も古い番組を削除して新しい番組を書き込む上書きコピーを繰

り返すことで絶えず最新の１ヶ月分（長時間モード）の番組が貯まります。コピー対象の番組は「全部」以外にも

「ジャンル・カテゴリ（例：ドラマ・アニメ・・など）」や「キーワード（番組名の一部がキーワードに一致した

場合）」を指定できます。 

注８：チェーン自動バックアップ 

タイムシフト録画された全ての番組を時刻順に番組単位で複数台のＵＳＢディスクドライブに順次自動的にコピ

ーして１つのドライブが、いっぱいになったら次のドライブにコピー先を自動的に切換え。最後のドライブの空き

領域が少なくなったところでＵＳＢドライブ交換のメッセージが出ます。全てのチャンネルの全ての番組を永久に

保存する場合に利用します。コピー対象の番組は「全部」以外にも「ジャンル・カテゴリ（例：ドラマ・アニメ・・

など）」や「キーワード（番組名の一部がキーワードに一致した場合）」を指定できます。 



４．ＶＳＮＳ（ビデオソーシャルネットワークサービス）接続で様々なサービスを利用可能 

新製品ハイビジョン・ロクラク(録楽)Ⅲスーパーには、新たなネットワークの機能が追加さ
れています。インターネットを使ったＶＳＮＳ（ビデオソーシャルネットワークサービス）へ

の接続機能です。ＶＳＮＳはビデオ機器を使った異機種間でのソーシャルネットワークサービ

スで、ＤＶＨＤ P

注９
Pロゴの付いたビデオ機器でインターネット機能が搭載されていればP

注１０
Pファー

ムの更新によって利用できるサービスです。この機能を使って日本デジタル家電の運営するＶ

ＳＮＳサイト P

注１１
Pに繫ぐことで、上位機種のロクラクⅢＡＬＰＨＡⅡサーバでしか出来なかっ

た録画のデジアナ変換や映像フォーマット変換（ＡＶＣ－＞ＭＰＥＧ２）やビットレート変換

などの多くのビデオ変換処理（下左図画面）をクラウドで利用できます。さらにインターネッ

ト上の動画のＵＲＬを指定することで、指定された動画をビデオ変換処理して録画番組と同様

の操作性でビデオ機器を使ってストリーミング視聴することができます（下右図画面）。 

   

さらに、こうしたＶＳＮＳユーザーの動画視聴 P

注１２
Pの情報を元にインターネット上で無料公

開されている映画や番組などの人気動画のランキングがＵＲＬ付きで表示され、ユーザーは、

その時点で人気の高い動画の上位１０００本の視聴をすることができます。（下図画面）P

注１３
P
 

   

また、日本デジタル家電の提供するＶＳＮＳの特徴は、ユーザの番組視聴ログ（「現在どの

番組を観ているのか」「タイムシフトを使ってどんな番組を視聴したのか」「どんな番組を保存

したのか」「どんな番組を予約しているのか」等）などのビデオ機器の記録情報やリソース P

注１４

PをＶＳＮＳユーザー間で共有することを許可することで、ＶＳＮＳサービスを無料で利用する

ことができるところです。ビデオ機器を使ったＶＳＮＳが大きく広がることで、番組視聴率や

動画視聴率などのビデオに関するビッグデータ作成の可能性が広がります。 

 

注９：ＤＶＨＤライセンスを受けて製造されたビデオ機器にＤＶＨＤロゴが記載されます。ＤＶＨＤライセンスの規定する

ＶＳＮＳプロトコル仕様に準拠することで誰でもが独自のＶＳＮＳサイトを開設可能です。 

注１０：現時点では、ゼン録（ＤＶＲ－Ｚ８）、ロクラクⅡ、ロクラクＮＥＯⅡ、ロクラクⅢシリーズなどで利用できます。 

注１１：日本デジタル家電が実験的に提供するＶＳＮＳが vsns.rokuraku.comです。 
注１２：動画などを単に観るだけではなく、リモコン操作で「いいね」等の評価が反映します。 
注１３：動画の視聴はストリーミングのみで録画はできません。 

注１４：ＤＶＨＤ機器間での１対１のチャット等のペアリングにはリソースの共有が必要です。 



５．ロクラク・ゼン録などのＤＶＨＤロゴを搭載した機器へファームウエアのみでも提供 

新製品ハイビジョン・ロクラク(録楽)ⅢスーパーのファームはＤＶＨＤロゴ P

注１５
Pが掲載されて

いれば異なるメーカーのレコーダ（例：バッファロー・ゼン録）でも共通して利用可能なファ

ームウエアです。既にお持ちのハードディスクレコーダにＤＶＨＤロゴマークが搭載されてい

てインターネットを使って最新のファームにバージョンアップできれば、メニューからファー

ムの切り換えができる新しい機能が利用できるようになります。 

 

 

          異なるメーカーでのＤＶＨＤロゴの表示例 

 

この切替機能により、①ＤＶＨＤ標準ＧＵＩ（ロクラクⅢＧＵＩ）と②メーカーオリジナル

のＧＵＩが選択できます。まずは、ＤＶＨＤ標準ＧＵＩに切替えることで、無償でＶＳＮＳサ

ービスへのアクセスが可能になります。 

 

  
 メーカーオリジナルＧＵＩの例           ＤＶＨＤ標準ＧＵＩ 
 

さらに、ＤＶＨＤ標準ＧＵＩを使ってP

注１６
P、クレジットカードを登録すれば（下図）「ビデオ

お財布機能」が利用できるようになり、リモコン操作によるオンラインの買物ができるように



なります。このビデオお財布機能を使って有償ファームをオンライン購入すれば、手元のレコ

ーダで、２ＴＢ以上の内蔵ディスクが使えたり P

注１７
P、全チャンネルマルチビュー機能が使えた

り、外付けＵＳＢディスクも最大４台まで同時接続できるようになります。また、今後予定さ

れている様々なＶＳＮＳでのオンラインショッピングなども使えるようになります。P

注１８ 

 

  
 

 

注１５：ＤＶＨＤロゴは、ＤＶＨＤライセンス技術のトレードマークです。ＤＶＨＤライセンス技術は、株式会社日本コン

ピュータが家電メーカーに提供するハードディスクレコーダやネットワークプレーヤーのためのＩＰライセンスで

す。詳しくは、ホームページ HTUhttp://www.nihoncomputer.co.jpUTHをご覧下さい。 

注１６：ＤＶＨＤ標準ＧＵＩからは。いつでもメーカー標準ＧＵＩに戻すことができます。その場合でもオンライン購入し

た記録は保存されますので再購入の必要はありません。 

注１７：従来機器のディスク交換手順についてはＨＰにて詳しく説明しています。 

 

注１８：異なるタイプのファーム切り替えでは、タイムシフト録画は保存されません。また必要に応じて内蔵ディスクの再

フォーマットが必要な場合があります。 


